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Newsletter
公益財団法人

Newsletterは、東京YWCAの事業活動を皆様にお伝えするための広報紙です。毎回特集で取り上げる事業を中心に、東京YWCAの今をお届けします。

英語研究会
国領ガーデンカフェ
シスコシステムズ合同会社
東京YWCA板橋の事業を支えるクリスマスバザー実行委員会
東京YWCAキッズガーデン親の会
東洋英和女学院中高部宗教委員会
日本基督教団代々木上原教会内近カネさん基金
「留学生の母親」運動を支える会
その他有志

個人 企業・団体

以上、感謝をもってご報告申し上げます。

昨年度は、寄付目標額765万円のところ1267万8708円を頂戴しました。ご支
援くださった多くの皆様に心より感謝申し上げます。いただいたご寄付は、それ
ぞれの事業のために大切に用いさせていただきます。引き続き東京YWCAへ
の温かいご支援を心よりお願い申し上げます。

2022年1月1日～3月31日にご寄付いただいた皆様（敬称略・五十音順）

東京YWCA会館
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11
TEL : 03-3293-5421(代表)　FAX : 03-3293-5570
Email : office@tokyo.ywca.or.jp

公益財団法人東京ＹＷＣＡ
https://www.tokyo.ywca.or. jp

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー /Young Women's Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、女性の社会参画を進め、
人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際NGOです。1855年英国で始まり、今では日本を含む120あまりの国と地域で、約2,500万人の女性たちが活動しています。

・東京YWCA板橋センター
・東京YWCA国領センター
・東京YWCA武蔵野センター
・東京YWCA野尻キャンプ場

Event 東京YWCAのイベントをご紹介します。皆様ぜひご参加ください。

●寄付申込書のダウンロードや、詳細はホームページをご覧ください。

■銀行振込（お振り込み情報の確認のため、必ず寄付申込書をお送りください）
　・ゆうちょ銀行（口座番号：10120 44516671）
　・三菱UFJ銀行 神保町支店（口座番号：普通預金 1924322）
　・みずほ銀行　九段支店（口座番号：普通預金 583583）
　いずれも口座名義：公益財団法人東京YWCA

■郵便振替（郵便局備え付けの払込用紙の通信欄に「寄付」とご記入ください）
　口座番号：00100-8-44681　加入者名：公益財団法人東京YWCA
■オンライン寄付（ホームページより受け付けています）

ご寄付に関するお問い合わせ先　財団管理部企画課 TEL：03-3293-5436 Email：kaiin@tokyo.ywca.or.jp  

公益財団法人東京YWCAへのご寄付及び賛助会費は、寄附金控除の対象となります。制度の詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

ご寄付のお礼とお願い
皆様のご支援により支えられています

特集

発行日：2022年10月15日 （年2回発行）

シニアを対象とした電話相談事業に参加するボランティアを募
集します。全10回で自己理解やロールプレイなどをしながら傾
聴を学びます。興味のある方はぜひお問い合わせください。

シニアダイヤル新相談員研修2022
会場：東京YWCA会館12/3（土）～2023/3/18（土）

12月26日（月）～29日（木）にスキーキャンプ実施を計画して
おります。詳細決まり次第、HPでのご案内、過去にご参加の皆
様にはDMにてご案内申し上げます。

スキーキャンプ
「留学生の母親」運動説明会

会場：対面orオンライン毎月開催

会場：オンライン開催12/10（土）10:30～12:00

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止・変更する場合があります。最新のお知らせはホームページでご確認ください。

次号vol.25から、Newsletterの発行日を7月15日・1月15日に変更します。

来年、日本で学ぶ留学生と家庭交流をするお母さん（会員）を募
集します。留学生と1対1の「組み合わせ」による交流、その他の
活動や会員へのサポートや入会手続きを説明します。

マルチメディアデイジー製作講習会
会場：愛恵ビル（東京都北区）12/14（水）・15（木）10:00～15:00

発達障がいや知的障がい等により紙の書籍での読書に困難の
ある方々向けに、音声・文字・画像を同時に再生できるデジタ
ル録音図書製作を学びます。終了後は一緒に活動しませんか？

vol.24
2022 October

“

YWCAフィットネスワオの女性専用屋内温水プールでは、肢体不自由の女性のための水泳
プログラムを行っています。運動の機会を得にくい人たちがボランティアとマンツーマンで、
水の中で身体を伸ばし、手足を自由に使い、水泳や水中運動を楽しんでいます。

“水泳を通して喜びと自信を
目的に常設プログラムが定着しました。
小中学生の希望者も多かったので可能
な限り受け止め、今年で65年目を迎え
ます。当時の参加者が「陸上での歩みが
遅くても、水の中ではスイスイ動けるよ
うに」と願って「あひるの会」と名前をつ
けました。現在は5歳以上の女性で、原
則、日常起居動作のできることが参加
条件です。当初からの変わらない目的と
して、競争や競技、リハビリではなく、肢
体不自由者が水泳を通して喜びと自信
を得られるようレクリエーションの一助
として行っています。

2020年からは、新型コロナウイルス感

東京YWCAは、スポーツは体力や強さ
を競う人だけのものではなく、幅広い年
代の女性のために、年齢や体力、個性に
合わせて運動の場を提供しています。そ
の一つが肢体不自由者水泳です。

1954年に日本赤十字社主催の肢体不
自由者（児）水泳の会場としてプールを
提供したことがきっかけとなり、1957
年「肢体不自由者水泳」を開設しまし
た。主に養護学校（現・特別支援学校）
に通う子どもたちを対象にしていました
が、1970年代に養護学校のプール施
設の充実に伴い、成人女子の肢体不自
由者を対象に変え、レクリエーションを

染症の影響で、休止と再開を繰り返し
ながらではありますが、あひるの会を
継続しています。外出制限により身体
を動かす機会が減ってしまっても、参
加者はプールに入ることを生活の一部
とし、YWCAを通してできた仲間やボ
ランティアに会い、おしゃべりし、励ま
し合いながら、水泳や水中運動を続け
ています。
ここ数年はボランティア不足が課題と
なっています。ことに車椅子の参加者
も多く、水中だけでなく陸上でもボラ
ンティアの役割が重要です。これからも
「指導する」「指導される」のではなく、共
に悩み、共に喜びを分かち合えるよう心
のつながりを大切にしながら、あひるの
会を継続していきたいと考えています。

参加者とボランティアが
ともに笑顔になれる場所

肢体不自由の女性のために
競技でなくレクリエーション

女性の健康

テーマは、「いのちのぬくもりと平和をめぐって」。渡邊さゆり牧師
（マイノリティー宣教センター共同主事）から聖書のメッセージを
伺い、今も戦争が止まない現実の中で、一人ひとりの尊厳が大切
にされる「いのち」について一緒に考えます。

Christmas for Peace 2022

発行日変更のお知らせ

一生懸命に練習して、みんなで楽しく滑りましょう



水に慣れることは身の安全にも
参加者から「自宅のお風呂場で足を滑らせ浴槽の中に頭か
ら落ちてしまったが、とっさに息を止め何とか顔だけを水面
に出し、助けを呼べた」と聞いたことがあります。日頃から水に
慣れ、呼吸調整を根気強く続けていたことが幸いし、身体の
機能に応じた水中運動が身を守ることにもつながりました。

ボランティア募集（女性のみ）
ボランティアと一緒に水泳を楽しむあひるの会では、ボラン
ティアの力が必須ですが、不足ぎみで参加者募集をかけられ
ない状態です。特に木曜のボランティアを募集中です。18歳
から50歳位までの女性で水泳が好きな方、体力に自信があ
り移動介助なら…という方、まずはご見学ください。

浮けた 泳げた 気分爽快
一人ひとりに合った運動

「あひるの会」には、5歳の夏から参加させて頂き、今年で22年目
になります。職員やボランティアの方々には5歳から愛情深く温
かく支えてくださったことに深く感謝しています。嬉しかったこと
は、泳げるようになったことです。普段はとても体が緊張しやすい
のですが、プールに入ると緊張がほぐれ、ゆったりとした気持ち
になり、帰り道に足取りも軽くなります。これからも皆さんに支え
て頂くことに感謝して頑張っていきたいです。

22年間の思い出
山田綾香さん（あひるの会参加者）

特集 女性の健康

特 集

女性の健康事業部
（YWCAフィットネスワオ）

03-3219-2565 wow@tokyo.ywca.or.jp
https://www.tokyo.ywca.or.jp/wellness/ahiru/

☎

この取り組みに関するお問い合わせ先

肢体不自由者水泳「あひるの会」

きっかけは競泳のタイムに限界を感じていた頃、東京パラリン
ピックの水泳を見たことです。障がい者水泳のお手伝いがしたい
と、あひるの会ボランティアの紹介で見学に来てから約1年。車
椅子を押すのも、介助をするのも初めてで、少しでも早く慣れた
いと思いながら、ボランティア同士で練習をしたり、先輩ボラン
ティアと一緒に水泳指導をしたりしています。ボランティアは、参
加者の3本目の手足になるようにと思っています。

趣味の水泳を生かしてボランティア
土居崎恵美子さん（あひるの会ボランティア）

Topics 東京YWCAの最新の活動の中から、注目の話題をお伝えします。

全日程、晴天に恵まれたカヌーキャンプ 福島の子どもたちも野尻を満喫！ 武蔵野センターへ見学に行きました！

発達に課題やニーズのある
子どもの「にじいろ教室」
体操教室「のびのび」が
新たに加わりました

教室の最初と最後はみんなでラジオ体操！

夏の野尻キャンプ場から報告と感謝
3年ぶりに宿泊プログラムを実施
ふたたび子どもたちの声が響き始めました
リーダー・ボランティアも久々に野尻に集結

アーカイブプロジェクト
ご寄付によって古い資料の
デジタル化が進んでいます

直前に感染者数急増で子どものみのキャンプを残念ながら中止。「ゆかりステイ」
は４期実施してファミリーやグループ、個人が宿泊し、福島の子どもたちも水泳やカ
ヌーを楽しみ、「カヌーキャンプ」は野尻湖一周。他団体の利用も複数受け入れ3年
ぶりにほぼ全ての施設を使ってプログラムを実施しました。新設した玄関の手洗場
は生活でもプログラムでも大変重宝しています。実施にご協力くださった皆様、90
周年記念・福島の子ども招待のご寄付をいただいた皆様に感謝申し上げます。

データベースでの検索・閲覧が可能に

インターンシップ
今年は3人です
社会福祉や女性支援に
関心がある若い女性対象
今年度の応募は3人で全員採用しまし
た。期間は約半年間ですが、DV被害者
支援や東京ＹＷＣＡの事業を通し、女
性に関わる社会的課題をオンラインも
活用しながら学んでいます。将来、社会
の中で様々な人との関わりを大切にし
積極的にリーダーシップを発揮できる
女性になってほしいと願っています。

水深3.5mの所で浮具を使って運動

イチ、ニのサン。皆で呼吸を合わせプールへ（右端が土居崎さん）まずは、泳ぐ前にゆっくり歩いて水に慣れていきます

毎週木曜日14時から15時と土曜日16
時から16時50分に通年で実施していま
す。参加対象は女性で、小中学生が2人、
20代から70代が7人、あひるの会を卒
業した卒業生もフリーで泳いでいます。サ
ポートするボランティアは40代から60
代の9人です。シャワー室での水着の着
脱や移動、プールの入退水等をボラン

ティアが介助し、マンツーマンで水泳指
導や水中介助を行います。車いすの参加
者がプールに入る際はボランティアが2
人または3人で両脇、足元を支え移動を
介助します。プールの中に入れば重力か
ら解放されお互い笑顔。「こんな風な泳
ぎはどうかしら」「どんな介助がいいか
な」など参加者とボランティアが相談しな
がらその人に合った泳ぎを見つけていき
ます。参加者の笑顔や泳げた時の喜びは
ボランティアの喜びにもなっています。

1905年 設 立以来の史料は、東京
YWCAの歴史というだけでなく、女性
史・教育史等の研究資料としても価値
あるものです。皆様からのご寄付により、

現在、1901年から1933年までの写真
約750枚や、1950年代の機関紙を専
門業者による撮影・デジタル化すること
ができ、また、データを保存・活用するた
めのデータベースソフトも導入できまし
た。まだ数多く残るデジタル化の必要な
史料のために、引き続きご支援ください。

にじいろ教室は、子どもたちに好きなことを自分らしさを大切
にしながら楽しんでほしいと願って実施している体験活動で
す。それぞれのプロが指導し、療育スタッフが発達に課題や
ニーズのある子どもの特性に配慮してサポートしています。前
年度まで陶芸、ヨガ＆ダンス、にじいろキッチン(料理)、にじい
ろアート(絵画・造形)の4クラスを実施していました。
2022年4月に、運動に苦手意識のある子どもたちに身体を
動かす楽しさを体験してもらうことを目的に「のびのび」を
新設しました。月1回の教室に12人が在籍しています。毎月

少しずつ練習している縄跳びでは手首・腕・肩の動き、ジャ
ンプと、動作を分解するなど指導を工夫し、一人ひとり個別
にアドバイスをしています。子どもたちは着実に上達し、自
信を持って跳ぶ姿と笑顔が輝いています。
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ヌーを楽しみ、「カヌーキャンプ」は野尻湖一周。他団体の利用も複数受け入れ3年
ぶりにほぼ全ての施設を使ってプログラムを実施しました。新設した玄関の手洗場
は生活でもプログラムでも大変重宝しています。実施にご協力くださった皆様、90
周年記念・福島の子ども招待のご寄付をいただいた皆様に感謝申し上げます。

データベースでの検索・閲覧が可能に

インターンシップ
今年は3人です
社会福祉や女性支援に
関心がある若い女性対象
今年度の応募は3人で全員採用しまし
た。期間は約半年間ですが、DV被害者
支援や東京ＹＷＣＡの事業を通し、女
性に関わる社会的課題をオンラインも
活用しながら学んでいます。将来、社会
の中で様々な人との関わりを大切にし
積極的にリーダーシップを発揮できる
女性になってほしいと願っています。

水深3.5mの所で浮具を使って運動

イチ、ニのサン。皆で呼吸を合わせプールへ（右端が土居崎さん）まずは、泳ぐ前にゆっくり歩いて水に慣れていきます

毎週木曜日14時から15時と土曜日16
時から16時50分に通年で実施していま
す。参加対象は女性で、小中学生が2人、
20代から70代が7人、あひるの会を卒
業した卒業生もフリーで泳いでいます。サ
ポートするボランティアは40代から60
代の9人です。シャワー室での水着の着
脱や移動、プールの入退水等をボラン

ティアが介助し、マンツーマンで水泳指
導や水中介助を行います。車いすの参加
者がプールに入る際はボランティアが2
人または3人で両脇、足元を支え移動を
介助します。プールの中に入れば重力か
ら解放されお互い笑顔。「こんな風な泳
ぎはどうかしら」「どんな介助がいいか
な」など参加者とボランティアが相談しな
がらその人に合った泳ぎを見つけていき
ます。参加者の笑顔や泳げた時の喜びは
ボランティアの喜びにもなっています。

1905年 設 立以来の史料は、東京
YWCAの歴史というだけでなく、女性
史・教育史等の研究資料としても価値
あるものです。皆様からのご寄付により、

現在、1901年から1933年までの写真
約750枚や、1950年代の機関紙を専
門業者による撮影・デジタル化すること
ができ、また、データを保存・活用するた
めのデータベースソフトも導入できまし
た。まだ数多く残るデジタル化の必要な
史料のために、引き続きご支援ください。

にじいろ教室は、子どもたちに好きなことを自分らしさを大切
にしながら楽しんでほしいと願って実施している体験活動で
す。それぞれのプロが指導し、療育スタッフが発達に課題や
ニーズのある子どもの特性に配慮してサポートしています。前
年度まで陶芸、ヨガ＆ダンス、にじいろキッチン(料理)、にじい
ろアート(絵画・造形)の4クラスを実施していました。
2022年4月に、運動に苦手意識のある子どもたちに身体を
動かす楽しさを体験してもらうことを目的に「のびのび」を
新設しました。月1回の教室に12人が在籍しています。毎月

少しずつ練習している縄跳びでは手首・腕・肩の動き、ジャ
ンプと、動作を分解するなど指導を工夫し、一人ひとり個別
にアドバイスをしています。子どもたちは着実に上達し、自
信を持って跳ぶ姿と笑顔が輝いています。


